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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先程のスキーム案の３つ目の参考となるのが、本事例。これは平成24年のPFI法改正に伴い、官民連携によるインフラ投資を促進するため、内閣府が主導して(株)民間資金等活用事業推進機構（官民連携インフラファンド）が設立したもの。近年、中国などが独自のインフラファンドを設立し海外インフラ投資に積極展開を図るのと同様に、当該分野においても研究開発・実用化促進のため、官民連携によるファンドを受け皿として設置・運用するもの。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上で私の話題提供は終わりですが、福島第一発電所事故からの復旧も含め、原子力のイノベーションの中核をなす、研究開発の在り方の一側面について、思いを述べさせていただきました。
　スライドを使っての文章の中や言葉での説明の要点を集めますと、この表のようになるかと思います。
　ご清聴ありがとうございました。

とりあえず、研究開発機関の要素を中心に、緑＝国、ピンク＝大学、水色＝民間　との関わり方をポートフォリオ・マンガにしました。
賑やかなので、もっと簡素化しても良いかもしれませんが。
表で整理頂いたキーワードの中で、民間企業は「ＰＤＣＡと管理の実効的展開」に集約されます。仕組みと共同運用による研究機関の訓練を支援する役割として。
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